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。
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Pickup 森 の 国

　

８
月
13
日
㈭
、
森
の
国
の
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
で
気
持
ち
の
良
い
お
祭
り
日
和
と
な
り
、
竹

灯
篭
企
画
グ
ル
ー
プ
の
灯
籠
で
彩
ら
れ
た
会
場
は
、
住
民

や
帰
省
客
な
ど
多
く
の
人
で
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　

虹
の
森
公
園
や
す
ら
ぎ
ゾ
ー
ン
で
は
豊
岡
前
部
落
の
御

施
餓
鬼
供
養
が
執
り
行
わ
れ
た
後
、
保
育
園
児
ら
に
よ
る

盆
踊
り
大
会
が
行
わ
れ
、
今
年
も
ア
ン
パ
ン
マ
ン
、
バ
イ

キ
ン
マ
ン
が
登
場
し
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
愛
ら
し
い
踊

り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
門
橋
を
客
席
と
し
て
森
の
国
の
大
お
き
ゃ
く

〜
伊
予
×
土
佐
の
う
ま
い
も
の
合
戦
〜
が
開
催
さ
れ
、
鬼

北
町
の
キ
ジ
肉
、
う
わ
じ
ま
の
じ
ゃ
こ
天
、
高
知
県
か
ら

四
万
十
牛
な
ど
地
域
の
特
色
あ
る
グ
ル
メ
が
多
数
出
店
さ

れ
、
松
野
町
か
ら
は
鹿
の
燻
製
焼
が
参
戦
し
ジ
ビ
エ
肉
の

魅
力
が
Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ゆ
ず
の
香
り
や
鬼
城
太
鼓
の
演
奏
が

披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
今
年
は
、
地
元
の
小
中
学
生
ら
の
ダ

ン
ス
グ
ル
ー
プ
や
北
宇
和
高
等
学
校
の
吹
奏
楽
部
、
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
ゴ
ス
ペ
ル
な
ど
も
披
露
さ
れ
花
火
の
直

前
に
は
Ｄ
Ｊ
も
登
場
し
グ
ル
―
ヴ
感
た
っ
ぷ
り
の
ス
テ
ー

ジ
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

町
制
施
行

町
制
施
行

周
年
記
念

森
の
国
の
夏
祭
り

森
の
国
の
夏
祭
り

町
制
施
行
60
周
年
記
念 

森
の
国
の
夏
祭
り
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Pickup 森 の 国

　

お
祭
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
自
称
日
本
一
の
花
火
大

会
。
町
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し
て
打
ち
上
げ
ら
れ
た
花

火
は
な
ん
と
３
，
０
０
０
発
！
客
席
を
取
り
囲
む
よ
う
に

し
て
３
か
所
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花
火
に
会
場
も
盛
り

上
が
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

14
日
に
は
、
吉
野
生
地
区
と
目
黒
地
区
の
盆
踊
り
大
会

が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
地
元
住
民
手
作
り
の

盆
踊
り
大
会
や
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
が
催
さ
れ
、
森
の
国

の
夏
は
、
終
始
笑
顔
で
溢
れ
ま
し
た
。

　【
御
　
礼
】

　

８
月
13
日
に
開
催
し
ま
し
た
「
森
の
国
の
夏
祭
り
」
に

つ
い
て
は
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
特
に
、
寄
付
で
は
多
大
な
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
実
行
委
員
会
を
代
表
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
町
制
施
行
60
周
年
に
ふ
さ
わ
し

い
迫
力
あ
る
花
火
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
年
は
天
候
の
悪
化
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日

は
さ
わ
や
か
な
好
天
に
恵
ま
れ
、
会
場
の
虹
の
森
公
園
に

は
町
内
外
か
ら
本
当
に
多
く
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
交
流
の
促
進
と
地
域
の
活
性
化
と
い
う
初
期
の
目

的
を
多
少
な
り
と
も
達
成
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
厚
情
の
お
か

げ
と
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
も
松
野
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト「
森
の
国
の
夏
祭
り
」

に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
９
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　

森
の
国
の
夏
祭
り
実
行
委
員
会

 

委
員
長　

加
藤　

勝
恵
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Let’s enjoy English and the Great Outdoors!
～Open your eyes , Open your heart!～

　今年も多くの熱い思いを持ったメンバーが集い、８月２日㈰から５日㈬までの日程で「英語キャンプin滑床」
が開催されました。
　復活してから２年目となった今回のキャンプには、松野中学校の生徒10人をはじめ、宇和島圏域の中学生23
人が参加し、滑床渓谷の豊かな大自然を活かしたキャニオニングやバーベキュー、キャンプファイアーなどを
体験しながら英語によるコミュニケーションを深めていきました。
　キャンプ中は、基本的には英語での生活となるため、最初は戸惑っていたものの、外国人インストラクター
のスマートなリードで活発に英語での会話や活動を楽しみ、学ぶことが出来たようです。
　キャンプの最終日。閉会セレモニーでは、自然と輪になって「Stand By Me」の大合唱が始まり、最後には「See 
you next year」「Do not forget Nametoko Family and Nametoko spirits」と声を掛け合い閉会しました。
　今回のキャンプ運営にあたっては、宇和島市吉田町国際交流協会やＮＰＯ法人森の国ネット、㈱フォレスト
キャニオン、地域おこし協力隊など松野町の多くの関係法人や団体の皆さんがご尽力していただき、外国人講
師をはじめ、参加者一同、松野町のパワーを再認識していたようです。

教室を飛び出し、大自然の中で楽しく、自然な英語に親しむ。外国人講師、留学生との
合宿生活を通して異文化に触れ、英語を通じてコミュニケーション能力の向上を図ろう!

森 の国だより

英語キャンプin滑床 2015
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森 の国だより

愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ 

マ
ッ
チ
タ
ウ
ン

滑
床
の
大
自
然
を
堪
能
！

滑
床
渓
谷
沢
歩
き
開
催

８
４

８
２

　

松
野
町
は
、
愛
媛
県
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
地
域
振

興
協
議
会
の
会
員
と
し
て
、
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン

パ
イ
レ
ー
ツ
・
愛
媛
Ｆ
Ｃ
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
４
日
㈫
に
は
、
宇
和
島
市
丸
山
球
場
で
、

愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
対
福
岡
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の
試
合
が
行
わ
れ
、
松
野
町

か
ら
も
多
く
の
人
が
応
援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

松
野
中
学
校
野
球
部
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
、ボ
ー

ル
ボ
ー
イ
や
会
場
係
と
し
て
ゲ
ー
ム
の
運
営
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
ッ
チ
タ
ウ
ン
は
、松
野
町
の
Ｐ
Ｒ
デ
ー

に
も
な
っ
て
お
り
、
開
会
式
で
は
本
町
の
谷
口

清
二
さ
ん
に
よ
る
国
歌
斉
唱
、
始
球
式
で
は
森

の
国
い
や
し
の
大
使 

山
下
沙
織
さ
ん
・
上
野
未

奈
さ
ん
が
始
球
式
を
行
う
な
ど
、
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ

を
行
う
と
と
も
に
試
合
前
の
雰
囲
気
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。
試
合
は
２
対
１
で
見
事
勝
利

し
う
れ
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

松
野
町
で
は
、
今
後
も
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

あ
た
た
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

８
月
２
㈰
、
滑
床
渓
谷
で
、
滑
床
を
愛
す
る
会
主
催
の
滑
床
渓
谷
沢
歩
き
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

滑
床
と
い
え
ば
、
春
の
新
緑
・
秋
の
紅
葉
登
山
が
定
番
で
す
が
、
川
の
中
を
歩
く
こ
の

沢
歩
き
は
、
夏
な
ら
で
は
の
涼
を
感
じ
る
企
画
と
し
て
人
気
が
あ
り
、
毎
年
多
く
の
参
加

者
が
集
い
ま
す
。

　

今
年
も
「
滑
床
を
愛
す
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
ガ
イ
ド
を
務
め
、
総
勢
21
人
の
参
加
者

が
Ｓ
字
峡
か
ら
奥
千
畳
・
二
の
俣
ま
で
の
コ
ー
ス
を
、
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
体
い
っ
ぱ
い

浴
び
な
が
ら
歩
き
、
滑
床
渓
谷
を
堪
能
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
絶
好
の
沢
歩
き
日
和
で
、
参
加
者
は
、
自
然
が
も
た
ら
す
奇

岩
巨
岩
、
滝
や
淵
の
渓
谷
美
や
天
然
林
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
森
林
美
な
ど
渓
谷
と
四

季
が
造
り
出
す
風
景
の
美
し
さ
を
見
て
学
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
帰
り
道
で
は
、

日
本
の
滝
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
「
雪
輪
の
滝
」
で
滝
す
べ
り
体
験
を
行
い
、
参
加
者

た
ち
は
童
心
に
帰
っ
て
滑
床
の
自
然
を
大
い
に
満
喫
し
て
い
た
よ
う
で
し
た
。
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森 の国だより

新
米
ま
つ
り
開
催

稲
刈
り
が
最
盛
期
を
迎
え
松
野
町
に
も
新
米
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
！

８
30

分
館
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

８
30

　

８
月
30
日
㈰
、
松
野
町
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ

ン
タ
ー
ほ
か
町
内
各
施
設
で
、
第
15
回
分
館

対
抗
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
こ
の
催
し
は
、

松
野
町
中
央
公
民
館
と
教
育
委
員
会
が
主
催

し
た
も
の
で
、
子
ど
も
、
成
人
、
高
齢
者

の
各
世
代
か
ら
約
３
０
０
人
が
参
加
し
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

 　

競
技
種
目
は
全
部
で
５
種
目
。「
ス
ポ
ー

ツ
で
つ
な
ぐ
ふ
る
さ
と　

森
の
国
ま
つ
の
」

の
大
会
テ
ー
マ
の
も
と
、
町
内
各
施
設
を
会

場
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
種
目
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

８
月
30
日
㈰
、
虹
の
森
公
園
か
ご
も
り
市
場
で
、
松
野
米
の
魅
力
を
広
め
る
こ
と
を

目
的
に
新
米
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
虹
の
森
公
園
か
ご
も
り
市
場
の
会
員
ら
が
羽
釜
で
炊
い
た
新
米
の
試
食

会
や
米
の
重
量
当
て
ク
イ
ズ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
農
産
物
や
加
工
品
を
生
産
者
が
直
接
売
り
場
に
立
ち
消
費
者
と
の
交
流
を

楽
し
み
な
が
ら
販
売
す
る
ス
タ
イ
ル
の
「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
同
時
開
催

さ
れ
、美
味
し
い
調
理
の
仕
方
な
ど
何
で
も
質
問
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・マ
ー
ケ
ッ
ト
」に
は
、約
15
店
舗
が
出
店
し
自
家
製
の
南
瓜
、茄
子
、ピ
ー

マ
ン
、
枝
豆
、
お
く
ら
、
す
だ
ち
、
ゴ
ー
ヤ
、
ス
イ
カ
、
ブ
ド
ウ
、
イ
チ
ジ
ク
な
ど
多
数

の
野
菜
や
果
物
を
販
売
し
ま
し
た
。
珍
し
い
野
菜
も
多
数
出
品
さ
れ
て
お
り
「
ど
う
や
っ

て
食
べ
る
の
？
」「
育
て
方
は
？
」
な
ど
と
い
っ
た
消
費
者
の
質
問
に
生
産
者
ら
は
丁
寧

に
答
え
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
川
カ
ニ
で
出
汁
を
と
っ
た
「
芋
た
き
」
も
販
売
さ
れ
１
０
０
人
分
の
芋
た
き
は

あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
。
会
場
で
は
、
農
家
自
慢
の
新
米
の
お
に
ぎ
り
や
ば
ら
寿
司
、
お

こ
わ
な
ど
も
出
品
さ
れ
て
お
り
、
芋
た
き
と
併
せ
て
購
入
し
休
憩
ス
ペ
ー
ス
で
昼
食
を
と

る
親
子
連
れ
も
見
ら
れ
、
会
場
は
大
い
に
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
は
次
回
11
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
か
ご
も
り
市

場
の
会
員
で
な
く
て
も
出
店
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
森
の
国
創
生
課
（
☎
42
・１
１
１
６
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
一
般
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

　
　
（
雨
天
の
為
、
レ
ク
バ
レ
ー
に
変
更
）

優　

勝　
　

豊
岡
後
分
館

準
優
勝　
　

目　

黒
分
館

第
３
位　
　

豊
岡
前
分
館

◆
一
般
女
子
レ
ク
バ
レ
ー
の
部

優　

勝　
　

松　

丸
分
館

準
優
勝　
　

延
野
々
分
館

第
３
位　
　

豊
岡
後
分
館

◆
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部

優　

勝　
　

目　

黒
分
館

準
優
勝　
　

吉　

野
分
館

第
３
位　
　

豊
岡
前
分
館

◆
小
学
生
レ
ク
バ
レ
ー
の
部

優　

勝　
　

延
野
々
分
館
Ａ

準
優
勝　
　

松　

丸
分
館
Ａ

第
３
位　
　

延
野
々
分
館
Ｂ

◆
小
学
生
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部

優　

勝　
　

延
野
々
分
館

準
優
勝　
　

目　

黒
分
館

第
３
位　
　

豊
岡
前
分
館
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「森の国大運動会」の開催
会場／松野中学校

「松野町産業祭」の開催
会場／虹の森公園

「森の国文化祭」の開催
会場／町民センター・コミュニティセンター

「町制施行60周年記念式典」の開催
会場／コミュニティセンター

屋内スポーツ広場

　10月４日㈰、町制施行60周年記念の
一環として、森の国大運動会が開催さ
れます。
　老若男女問わず、幅広い世代が参加
できる種目を実施。フリー参加の種目では個人賞を
用意しており、閉会式終了後にはもちまきが行われ
ます。また、毎回恒例のおたのしみ袋も多数用意し
ていますので、みなさんぜひご参加ください。
　町制施行60周年の節目の年に住民の気持ちを一つ
にして、盛り上がりましょう。

　11月１日㈰、虹の森公園を主会場に
松野町産業祭が開催されます。
　松野町の産業や特産品に関する情報
を、イベントや物販などを通じて、生
産者自らが広く発信することにより、町内産業の進展、
地域活性化を図ることを目的に行われるものです。
　また、愛媛県・高知県内の高等学校等を対象とし
た「森の国アグリ甲子園」を同時開催し、松野町の
特産作物を活用した調理品・加工物等の開発を競う
ことにより、新たな特産品の創出を図ります。

　11月２日㈪から３日㈫にかけて、町
民センターを主会場に森の国文化祭が
開催されます。
　町文化協会員による書道・華道・写
真・押花絵・山野草・手芸・絵画・俳

句などの展示会を開催。また、３日には、各種ワー
クショップや茶道体験のほか、コミュニティセンター
では、日舞・和太鼓・大正琴・軽音楽・吟詠・オカ
リナ・スポーツダンスなどの芸能大会を行います。
　芸能大会終了後には、もちまきを開催予定ですの
で、ぜひお気軽にお越しください。

　松野町は今年、町制施行60周年とい
う節目の年を迎えています。
　これを記念して、町制施行60周年記
念式典を次のとおり開催することとな
りました。

　当日は、功労者への表彰式や各種アトラクション
を用意しておりますので、みなさん振ってのご来場
をお待ちしています。

【日時】平成27年11月14日㈯
午前９時～

【場所】コミュニティセンター１階
屋内スポーツ広場

10月
4日㈰

11月
1日㈰

11月
２日㈪・３日㈫

11月
14日㈯

松野町制施行60周年記念事業
今後の主な日程
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の掲示板ま ち

Hello.Matsuno Town!
My name is Patricia Ferrete. My father is from Portugal 
and my mother is from America.
I have 3 siblings, 2 older brothers and 1 older sister.
I hope you will show me many interesting things in 
Matsuno.
In return, I will share some American culture with you.
　　　　　　　　　　　Now, please take care.
 PATRICIA FERRETE

プロフィール　Profi le
ニックネーム（愛称）
Nickname（pet name）パティ

趣　味
Hobby

ハイキング、読書、
歌を歌うこと

好きな食べ物
Favorite food

魚介類、野菜、
ラーメン

得意なスポーツ
Good sports バレーボール

Welcome to Morinokuni  　外国語指導助手のパトリシアさんがやってきた

ま
ち
の
投
句
箱

秋
立
つ
や
八
十
路
半
ば
の
五
十
肩 

赤
松　

午
子

壕
跡
の
残
れ
る
ま
ま
に
終
戦
日 

稲
谷
キ
ミ
子

赤
蜻
蛉
通
る
人
な
き
沈
下
橋 

上
田
美
智
子

う
す
暗
き
部
屋
の
静
か
や
盆
灯
籠 

岡
本　

三
葉

大
花
火
音
に
飛
び
込
む
猫
が
居
て 

竹
内
サ
ダ
子

吉
野
句
会
　
八
月
例
会
句
会
　
於
　
吉
野
生
公
民
館

葛
句
会
　
八
月
例
会
句
会
　
於
　
町
民
セ
ン
タ
ー

足
音
の
揃
ふ
は
怖
き
敗
戦
日 

伊
藤　

富
子

退
院
の
横
顔
清す
が

し
夏
の
月 

岡
本　

京
子

絵
手
紙
の
太
き
ひ
ま
わ
り
母
に
宛 

金
谷　

重
子

快
音
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
な
り
雲
の
峰 

金
谷　

文
恵

か
つ
て
こ
こ
合
戦
の
地
や
雲
の
峰 

谷　

き
よ
し

背
の
子
に
教
え
ら
れ
た
り
雲
の
峰 

布　
　

康
江

ひ
ま
わ
り
は
右
へ
な
ら
へ
と
顔
そ
ろ
へ 

ひ
の
た
い
ら

鬼
ヶ
城
は
る
か
彼
方
や
雲
の
峰 

山
下
ス
ミ
子

同
窓
会
開
催

昭
和
20
年
生
ま
れ

　

８
月
17
日
㈪
、
西
小
学
校
で
昭
和
20
年
生
ま
れ

の
方
々
が
集
ま
り
、
同
窓
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
同
窓
会
は
、
50
歳
か
ら
５
年
お
き
に
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
５
回
目
を
迎
え
ま

し
た
。

　

当
日
は
約
30
人
が
参
加
し
、
西
小
学
校
前
で
記

念
撮
影
を
行
っ
た
後
、
町
内
を
散
策
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
変
わ
り
ゆ
く
松
野
町
の
景

色
を
見
て
は
、
物
思
い
に
ふ
け
涙
ぐ
む
方
も
い
た

よ
う
で
す
。

　

同
窓
会
は
終
始
笑
顔
に
包
ま
れ
、
５
年
後
の
開

催
を
約
束
し
、
散
会
し
ま
し
た
。

こんにちは。松野町！
私の名前はパトリシア フェレッテです。
父はポルトガルの出身で、母はアメリカの出身です。
私には、３人の兄弟がいます。それは、２人の兄と
１人の姉です。
私は、松野町で多くの魅力に触れ、多くの方々と
交流を行うことを楽しみにしています。
　　　　　　　これから、よろしくお願いします。

パトリシア フェレッテ
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　　　 の掲示板　　　ま　　　　　　ち

佳
作

《
不
器
男
記
念
館
》

　

盆
帰
省　

不
器
男
に
逢
え
る
記
念
館

 

羽
曳
野
市　

平
野　

明
賢

《
虹
の
森
公
園
》

　

ま
づ
妣
に
無
沙
汰
を
詫
び
て
蚊
遣
り
焚
く

 

宇
和
島
市　

山
本
こ
と
み

　

旅
も
ど
る
合
歓
満
開
と
な
り
し
郷

 

八
幡
浜
市　

井
上
テ
イ
コ

《
森
の
国
ホ
テ
ル
》

　

山
涼
し
滑
床
渓
谷
猿
チ
ラ
リ

 

松
山
市　
　

上
野　

節
子

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
　
八
月
投
句
分

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
広
報
送
付
お
礼

長
田
　
眞
一 

春
日
井
市

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
保
護
者
）    

（
出
生
児
）（
性
別
）

豊
　
岡
　
東
　
　
克
徳

　
　
玲
　
來
　
　
女

　
　
　
　
　
　
　
は
る
か

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

世帯数　2,028世帯（－26世帯）

総人口　4,191人 （－20人）
男1,971人　女2,220人
（８月中の異動）

　　○出　生　１人　○死　亡　４人
　　○転　入　30人　○転　出　48人

平成27年８月31日現在
※外国人を含みます。

町 の 人 口

　

８
月
22
日
㈯
か
ら
26
日
㈬
に
か
け
て
、
東
京
辰
巳
国

際
水
泳
場
で
公
益
財
団
法
人
日
本
水
泳
連
盟
が
主
催
す

る
「
第
38
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
松
野
西

小
学
校
４
年
生
の
戎
真
花
さ
ん
が
50
ｍ
自
由
形
と
２
０

０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

戎
さ
ん
は
、保
育
園
の
頃
か
ら
水
泳
を
習
っ
て
い
て
、

現
在
も
週
５
回
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
練
習

を
し
て
い
ま
す
。
７
月
に
行
わ
れ
た
北
宇
和
郡
小
学
校

水
泳
大
会
で
も
、
４
年
生
な
が
ら
１
０
０
ｍ
自
由
形
で

大
会
新
記
録
を
樹
立
し
、
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
で
も
優
勝

し
ま
し
た
。

　

戎
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
に
大
い
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

　

８
月
28
日
㈮
よ
り
、
真
土
橋
下
流
河
川
敷
で
松
野
ふ

る
さ
と
か
に
ぞ
う
す
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
地
元
有
志
の
力
で
30
年
ぶ
り
に
復
活

し
た
も
の
で
、
大
自
然
の
中
、
川
の
幸
を
堪
能
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
、
清
流
四
万
十
川
の
支
流
「
広
見
川
」

の
ほ
と
り
で
は
、
週
末
多
く
の
方
で
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
す
。

　

松
野
ふ
る
里
か
に
ぞ
う
す
い
は
、
10
月
10
日
（
毎
週

金
・
土
曜
日
）
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
、
川
の
幸
を
堪
能
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技
大
会
出
場

復
活
！！
松
野
ふ
る
里
か
に
ぞ
う
す
い

い
つ
も
と
違
う
「
の
み
け
」
に
。

い
つ
も
と
違
う
「
の
み
け
」
に
。

い
つ
も
と
違
う
「
の
み
け
」
に
。

い
つ
も
と
違
う
「
の
み
け
」
に
。

い
つ
も
と
違
う
「
の
み
け
」
に
。

い
つ
も
と
違
う
「
の
み
け
」
に
。

い
つ
も
と
違
う
「
の
み
け
」
に
。

い
つ
も
と
違
う
「
の
み
け
」
に
。

い
つ
も
と
違
う
「
の
み
け
」
に
。

い
つ
も
と
違
う
「
の
み
け
」
に
。

遠
方
の
お
客
さ
ん
の

遠
方
の
お
客
さ
ん
の

遠
方
の
お
客
さ
ん
の

遠
方
の
お
客
さ
ん
の

　
　
　
粋
な
お
も
て
な
し
に
。

　
　
　
粋
な
お
も
て
な
し
に
。

　
　
　
粋
な
お
も
て
な
し
に
。

　
　
　
粋
な
お
も
て
な
し
に
。

　
　
　
粋
な
お
も
て
な
し
に
。

　
　
　
粋
な
お
も
て
な
し
に
。

　
　
　
粋
な
お
も
て
な
し
に
。

　
　
　
粋
な
お
も
て
な
し
に
。

　
　
　
粋
な
お
も
て
な
し
に
。

　
　
　
粋
な
お
も
て
な
し
に
。

　
　
　
粋
な
お
も
て
な
し
に
。

　
　
　
粋
な
お
も
て
な
し
に
。

　
　
　
粋
な
お
も
て
な
し
に
。

　
　
　
粋
な
お
も
て
な
し
に
。

遠
方
の
お
客
さ
ん
の

　
　
　
粋
な
お
も
て
な
し
に
。
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Informationお し ら せ

　

農
業
委
員
会
で
は
区
長
さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ

き
、
９
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
町
内
全
域
の
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
と
荒
廃
農
地
の
現
地
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
違
反
転
用
の
未
然
防
止
や

早
期
発
見
に
よ
る
解
消
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
悪
質
な
違
反
転
用
に
つ
い
て
は
、
原
状
回
復
等

の
措
置
や
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

農
地
を
転
用
す
る
際
に
は
、
必
ず
事
前
に
許
可
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
荒
廃
農
地
の
現
地
調
査
は
、
そ
の
発
見
だ

け
で
は
な
く
、
農
地
の
有
効
利
用
を
図
り
、
営
農
が

困
難
な
所
有
者
等
に
対
し
て
は
担
い
手
の
斡
旋
を
行

い
、
荒
廃
農
地
発
生
の
未
然
防
止
と
農
地
の
有
効
活

用
を
図
る
事
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
や
農
地
に
関
す
る
相
談

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
不
明
な
点
や
心

配
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
農
業
委
員
さ
ん
又

は
事
務
局
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
42
・
１
１
１
４

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
荒
廃
農
地

の
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

１　

行
政
相
談

【
日　

時
】
10
月
13
日
㈫
10
時
〜
12
時

【
場　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

【
内　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相
談
者
】
山
﨑
ル
リ
子
（
行
政
相
談
委
員
）

　
「
10
月
19
日
㈪
か
ら
25
日
㈰
は
、
行
政
相
談
週
間
で
す
。」

２　

心
配
ご
と
相
談

【
日　

時
】
10
月
13
日
㈫
10
時
〜
12
時

【
場　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　

容
】
心
配
ご
と
相
談

【
相
談
者
】
民
生
児
童
委
員

３　

人
権
相
談

【
日　

時
】
10
月
13
日
㈫
10
時
〜
12
時

【
場　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　

容
】
人
権
相
談

【
相
談
者
】
人
権
擁
護
委
員

農業委員会だより（10月号）

県
政
出
前
講
座
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
地
域
や
職
場
で
の
集
会
等
に
、
県
の
職
員
が
お

伺
い
し
、
県
の
施
策
等
を
説
明
す
る
「
県
政
出
前
講
座
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
広
報
広
聴
課

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
２
４
３ 

U
RL http://w

w
w
.pref.ehim

e.jp/h12200/dem
aekoza/

index.htm
l

　

電
気
柵
を
設
置
す
る
場
合
は
、
次
の
４
つ
の
遵
守
事
項
を

守
り
、
正
し
く
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
気
柵
を
見

か
け
た
ら
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
危
険
で
あ
る
旨
の
表
示
を
す
る
こ
と
。

◆ 

感
電
に
よ
り
人
に
危
険
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
な
い
よ
う
に
出
力

電
流
が
制
限
さ
れ
る
電
気
柵
用
電
源
装
置
を
用
い
る
こ
と
。

◆ 

使
用
電
圧
30
Ｖ
以
上
の
電
源
か
ら
電
気
の
供
給
を
受
け
、

か
つ
、
人
が
容
易
に
立
ち
入
る
場
所
に
電
気
柵
を
設
置
す

る
と
き
は
、
漏
電
遮
断
器
を
設
置
す
る
こ
と
。

◆ 

容
易
に
開
閉
で
き
る
箇
所
に
専
用
の
開
閉
器
（
い
わ
ゆ
る

ス
イ
ッ
チ
）
を
設
置
す
る
こ
と
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
町
鳥
獣
害
対
策
担
当
課
、県
農
産
園
芸
課
担
い
手・農
地
保
全
対
策
室

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
５
５
４

中
国
四
国
産
業
保
安
監
督
部
四
国
支
部

☎
０
８
７
・
８
１
１
・
８
５
８
５

鳥
獣
害
対
策
用
の
電
気
柵
に
つ
い
て

巡
回
相
談
に
つ
い
て

　

県
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
巡
回
相
談
が
次
の
と

お
り
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
相
談
が
あ
る
人
は
、
平
成
27
年
９

月
30
日
㈬
ま
で
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内
保
健
福
祉
課
（
☎
42
・

０
７
０
８
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
日　
　

時
】
10
月
６
日
㈫
13
時
〜
15
時
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全
国
都
市
交
通
特
性
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　

全
国
の
都
市
交
通
の
特
性
や
経
年
変
化
を
把
握
す
る
た
め
、
国

土
交
通
省
で
は
松
野
町
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
70
市
60
町
村
と

協
力
し
て
、人
の
動
き
に
関
す
る
交
通
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
皆
さ
ん
が
日
頃
の
生
活
の
中
で
、
自
動
車
、

バ
ス
、
鉄
道
な
ど
を
利
用
し
て
ど
の
よ
う
に
移
動
し
て
い
る

か
に
つ
い
て
調
査
す
る
も
の
で
、
今
後
の
都
市
交
通
施
策
検

討
の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

【
調
査
対
象
】
町
内
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
約
２
４
０
世
帯 

【
調
査
方
法
】
対
象
の
ご
家
庭
に
調
査
票
を
郵
送
し
、
ご
記
入

後
に
返
送
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
調
査
内
容
】
平
日
・
休
日
の
あ
る
１
日
に
、「
ど
ん
な
目
的

で
ど
こ
に
移
動
し
た
か
」
な
ど 

【
調
査
主
体
】
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
広
域
計
画
課 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
調
査
実
施
本
部

☎
０
１
２
０
・
１
４
６
・
２
５
０
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

　

暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や
加
害
者
、
被
害
者
の
間
柄

を
問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
中
で
も
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著

し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
形
成

し
て
い
く
上
で
解
消
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

　

こ
の
問
題
に
関
す
る
取
組
み
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
11
月
12
日
㈭
か
ら
11
月
25
日
㈬
の
２
週
間
を
「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
の
実
施
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
ひ
と
つ
に
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
」

が
あ
り
ま
す
。
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
は
、
犯
罪
と
な
る
行
為

を
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
早

め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

ま
た
、
身
近
に
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に
悩
ん
で
い
る
人
が

い
る
場
合
に
は
、
相
談
機
関
の
連
絡
先
を
教
え
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。（
相
談
無
料
・
匿
名
相
談
可
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
・
９
２
７
・
３
４
９
０（
月
〜
金
）

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
・
９
２
６
・
１
６
４
４（
火
〜
日
）

県
警
察
本
部

☎
０
８
９
・
９
３
１
・
９
１
１
０

町
民
課

☎
42
・
１
１
１
３（
月
〜
金
）

農
林
水
産
研
究
所
　
農
林
水
産
参
観
デ
ー

　

県
農
林
水
産
研
究
所
と
県
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
み

な
さ
ん
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
試
験
・
研
究
成
果
の
発
表
、

施
設
や
研
究
ほ
場
の
公
開
に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日　
　

時
】
10
月
１
日
㈭
９
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
　
　

２
日
㈮
９
時
〜
15
時

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
農
林
水
産
研
究
所
（
松
山
市
上
難
波
）

☎
０
８
９
・
９
９
３
・
２
０
２
０

県
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー
（
松
山
市
下
伊
台
町
）

☎
０
８
９
・
９
７
７
・
２
１
０
０

【
場　
　

所
】
宇
和
島
市
津
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

１
階

　
　
　
　
　
（
宇
和
島
市
津
島
町
岩
松
甲
４
７
１
番
地
）

【
相
談
内
容
】
補
装
具
、
更
生
医
療
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
に

係
る
相
談
（
整
形
外
科
医
師
が
同
行
）

【
そ 

の 

他
】
相
談
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
健
セ
ン
タ
ー
内
保
健
福
祉
課　

☎
42
・
０
７
０
８

10
月
は「
個
別
労
働
関
係
紛
争
処
理
制
度
」

周
知
月
間
で
す
。

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
者
と
事
業
主
と
の
労
働
関
係

ト
ラ
ブ
ル
の
無
料
労
働
相
談
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

労
使
ト
ラ
ブ
ル
夜
間
電
話
相
談
：
毎
週
火
曜
日

　

労
働
委
員
労
使
ト
ラ
ブ
ル
専
門
相
談
：
10
月
23
日
㈮

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
９
９
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.pref.ehim

e.jp/tiroui/
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「
薬
と
健
康
の
週
間
」
に
つ
い
て

　

10
月
17
日
㈯
か
ら
23
日
㈮
ま
で
の
１
週
間
は
「
薬
と
健
康

の
週
間
」
で
す
。

　

お
薬
を
使
用
す
る
際
に
は
次
の
よ
う
な
事
に
注
意
し
、
よ

り
安
全
、
効
果
的
に
使
用
し
て
下
さ
い
。

・ 

使
用
す
る
前
に
薬
の
添
付
文
書
（
能
書
）
を
よ
く
読
み
、
用

法
・
用
量
や
、
使
用
上
の
注
意
事
項
、
副
作
用
を
き
ち
ん
と

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
薬
の
服
用
時
間
を
正
し
く
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

○
食
前　

食
事
の
お
よ
そ
30
分
前

　

○
食
後　

食
事
の
お
よ
そ
30
分
後

　

○
食
間　

食
事
と
食
事
の
間
（
食
事
の
お
よ
そ
２
時
間
後
）

　

○
頓
服　

痛
み
、
熱
な
ど
症
状
の
あ
る
時

・ 

錠
剤
、
カ
プ
セ
ル
剤
は
コ
ッ
プ
一
杯
程
度
の
水
又
は
ぬ
る
ま

湯
で
服
用
し
、
液
剤
は
よ
く
振
り
、
計
量
カ
ッ
プ
な
ど
で
１

回
量
を
量
っ
て
か
ら
飲
み
ま
し
ょ
う
。

・ 

薬
の
飲
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
は
、
作
用
が
強
く
現
れ
た
り
、

効
き
方
が
弱
く
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
医
師
や
薬
剤
師
の

説
明
を
き
ち
ん
と
受
け
ま
し
ょ
う
。

・ 

高
齢
者
は
加
齢
に
よ
り
、
身
体
機
能
が
低
下
す
る
た
め
、
薬

が
強
く
効
き
過
ぎ
て
副
作
用
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

薬
の
服
用
後
に
体
調
の
変
化
を
感
じ
た
と
き
は
、
自
己
判
断

せ
ず
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

子
ど
も
の
誤
飲
事
故
等
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
薬
は
子
ど
も
の

　

本
年
度
の
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
を
左
記
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
の
で
、
受
講
対
象
に
該
当
す
る
事
業
所
等
の
関
係

者
は
、
内
容
を
確
認
し
て
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

　

防
火
管
理
者
が
必
要
な
事
業
所
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○ 

劇
場
・
集
会
場
・
遊
技
場
・
飲
食
店
・
物
品
販
売
店
舗
・

宿
泊
施
設
・
病
院
・
保
育
園
・
幼
稚
園
・
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
施
設
で
、
収
容
人
員
が
30
人
以
上
の
も
の

○ 

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
社
会
福
祉
施
設
で
、

収
容
人
員
が
10
人
以
上
の
も
の

○ 

前
記
以
外
の
事
業
所
等
で
収
容
人
員
が
50
人
以
上
の
も
の

※ 

上
記
に
該
当
す
る
か
又
は
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
あ

平
成
27
年
度
甲
種
防
火
管
理
新
規
講

習
の
開
催
に
つ
い
て

手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
薬
は

湿
気
、
光
、
熱
な
ど
に
弱
い
の
で
、
直
射
日
光
の
当
た
ら
な

い
涼
し
い
場
所
で
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

有
効
期
限
の
切
れ
た
古
い
薬
の
使
用
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
使
用
期
限
に
か
か
わ
ら
ず
処
分

し
、
似
た
よ
う
な
症
状
が
あ
ら
わ
れ
た
際
に
、
自
分
の
判
断

で
使
用
す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
保
健
福
祉
部
健
康
衛
生
局
薬
務
衛
生
課
薬
事
係

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
９
１

（
一
社
）
愛
媛
県
薬
剤
師
会

☎
０
８
９
・
９
４
１
・
４
１
６
５

ら
か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
受
講
対
象
】

⑴ 

防
火
管
理
者
が
必
要
な
事
業
所
等
で
、
資
格
者
が
不
在
の
場
合

⑵ 

異
動
等
で
資
格
者
が
不
在
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
あ
ら

か
じ
め
資
格
者
を
確
保
す
る
場
合

⑶
防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
し
た
い
人

【
日　
　

時
】
10
月
20
日
㈫
９
時
〜
17
時

 
 
 
 
 
 
 
 

21
日
㈬
９
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
４
階
・

大
会
議
室
（
宇
和
島
市
丸
之
内
５
丁
目
１
番
18
号
）

【
受
講
要
領
】

⑴
受
講
料
等

　

受
講
料
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
受
講
の
際
に
使
用
す
る

テ
キ
ス
ト
代
金
３
，
７
０
０
円
が
必
要
で
す
。
当
日
会
場
で

販
売
し
ま
す
の
で
、
お
つ
り
の
要
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

⑵
申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
消
防
本

部
予
防
課
、
宇
和
島
消
防
署
、
吉
田
分
署
、
津
島
分
署
ま
た

は
鬼
北
消
防
署
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

講
習
実
施
要
領
と
申
込
用
紙
は
、
宇
和
島
消
防
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

予
防
課　

予
防
係　

☎
22
・
７
５
０
１
（
直
通
）
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　10月は、「骨髄バンク推進月間」です。毎年約６千人の方が、突然、白血病などの血液難病にかかっています。「骨
髄液や末梢血幹細胞の提供（骨髄・末梢血幹細胞移植）」というあなたの善意が、骨髄移植以外に治療方法のない、
白血病や重症再生不良性貧血などの血液難病患者さんの命を救います。骨髄移植等を成功させるためには、患者さ
んと骨髄提供者（ドナー）の白血球の型を一致させる必要があります。しかし、白血球の型の一致確率は低いこと
も多く、まだ多くの患者さんが骨髄移植等を受けることが出来ない状況にあります。現在、ドナー登録数は45万人
となっていますが、骨髄移植を受けられた国内の患者さんは約６割にとどまっています。１人でも多くの血液難病
で苦しむ患者さんを救うためにも、１人でも多くの方のドナー登録をお願いしていく必要があります。ドナー登録
は２ミリリットルの採血で済みます。登録は18歳から54歳までの健康な方の登録をお願いしています。
　詳細については、骨髄バンク登録窓口もしくは下記の問い合わせ先までお問い合わせ下さい。

愛媛県内の骨髄バンク登録窓口（※事前の予約をお願いします。）

【問い合わせ先】　県庁　薬務衛生課　　　　☎089－912－2391
　　　　　　　　（公財）日本骨髄バンク　　☎0120－445－445（フリーダイヤル）

骨髄バンク推進月間について

　これまで日本年金機構では、「ねんきん特別便」や「ねんきん定期便」を送付するなどして、記録問題解決に向け
取り組んできました。
　ただ、約5,095万件の持ち主不明の年金記録に関して、持ち主不明の記録がいまだ約2,097万件残っています。（平
成25年12月時点）記録に「漏れ」や「誤り」があるのではとご心配のある方は、年金事務所にご相談ください。なお、
内容審査が必要なため書類の提出をお願いすることがありますので、あらかじめご了承ください。
　日本年金機構は、できる限りお客様に迅速・適切な対応ができるよう準備しておりますので、ぜひ、「記録の再確認」
をお願いいたします。

【問い合わせ先】
宇和島年金事務所　☎0895－22－5440
ねんきんダイヤル　☎0570－05－1165（一般的な年金に関するお問い合わせ）

年金記録の再確認をお願いします

若い頃に勤めていた
記録が見つかった

結婚前の旧姓の
記録が見つかった

名前の読み方が
誤って登録されていた
記録が見つかった

約９人に１人、年金記録が見つかっています。

年額98万円

▲

234万円 年額43万円
▲
154万円 年額０円

▲

137万円
例 例 例

こんな方は
ぜひ、ご確認を！

転職が多い
姓（名字）が変わったことがある
いろいろな名前の読み方がある

✓
✓
✓

施　設　名 開設日 問い合わせ先 電話番号

宇 和 島 保 健 所 火曜日 宇和島市天神町７－１（企画課医療対策係） 0895－22－5211

大 街 道 献血ルーム 毎　日 松山市大街道１丁目４－17 089－932－0900

西 条 保 健 所 月曜日 西条市喜多川796－１（企画課医療対策係） 0897－56－1300

今 治 保 健 所 火曜日 今治市旭町１－４－９（企画課医療対策係） 0898－23－2500

八 幡 浜 保 健 所 月曜日 八幡浜市北浜１－３－37（企画課医療対策係） 0894－22－4111
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Informationお し ら せ

自
賠
責
保
険
が
あ
な
た
と
家
族
を
守
り
ま
す

　

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
平
成
26
年
の
事
故
発
生
件
数
は
約
57
万
件
、
死
傷
者
数

は
約
71
万
人
と
、
国
民
の
誰
も
が
交
通
事
故
の
被
害
者
に
も
加

害
者
に
も
な
り
得
る
極
め
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
、
車
社
会
の
負
の
部
分
で
あ
り
、
被
害
者
に
と
っ

て
も
加
害
者
に
と
っ
て
も
悲
惨
な
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す
べ
て
の
ク
ル
マ
・
バ
イ
ク
１

全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
の

お
知
ら
せ

労
働
者
は
も
ち
ろ
ん
、そ
の
人
の
家
族
も
守

る
こ
と
、そ
れ
が
労
働
保
険
の
目
的
で
す
。

一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、入
ろ
う
。労
働
保
険
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市
、
高
速

道
路
会
社
な
ど
と
連
携
し
て
、
平
成
27
年
９
月
か
ら
11
月
に

か
け
て
全
国
で
自
動
車
の
使
わ
れ
方
な
ど
を
調
べ
る
全
国
道

路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
全
国
道
路
・
街

路
交
通
情
勢
調
査
の
う
ち
、
自
動
車
起
終
点
調
査
に
つ
い
て

は
、
無
作
為
に
選
定
し
た
自
動
車
を
保
有
す
る
人
・
事
業
者

の
み
な
さ
ん
に
対
し
て
、
自
動
車
の
利
用
実
態
に
つ
い
て
お

答
え
い
た
だ
く
調
査
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
道
路
の
計
画
や
管
理
な
ど
に
つ
い
て
の
基

礎
と
な
る
重
要
な
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。
調
査
の
主
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
・
９
４
６
・
２
１
１

受
付
時
間
：
９
時
〜
18
時
（
日
曜
祝
日
を
除
く
。）

台
ご
と
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
加
害
者
の
賠
償
責
任
を

担
保
す
る
こ
と
で
、
被
害
者
の
基
本
的
な
賠
償
を
保
証
す
る

制
度
で
あ
り
、
被
害
者
の
救
済
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
よ
り
一
層
自
賠
責
制
度
の
役
割
や
重
要
性
、

保
険
金
・
共
済
金
の
支
払
い
の
し
く
み
な
ど
を
十
分
に
理
解
・

認
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

自
賠
責
保
険
に
つ
い
て
、
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
国
土
交
通
省
四
国
運
輸
局　

愛
媛
運
輸
支

局　

輸
送
監
査
部
門　

☎
０
８
９
・
９
５
６
・
１
５
６
３

 　

厚
生
労
働
省
で
は
、
11
月
を
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化

期
間
」
と
定
め
、
集
中
的
な
広
報
活
動
な
ど
労
働
保
険
の
加

入
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

 　

社
員
、
従
業
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
１
人
で
も
雇
っ
て

い
る
事
業
主
は
、
す
ぐ
に
労
働
保
険
（
労
災
・
雇
用
）
の
加

入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 　

労
働
保
険
に
つ
い
て
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
８
９
・
９
３
５
・
５
２
０
２

　

又
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

愛
媛
労
働
局
で
は
、
県
内
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

る
「
愛
媛
県
最
低
賃
金
」
を
改
正
し
、
10
月
３
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
決
定
に
よ
り
、
10
月
３
日
以
降
分
と
し
て
労
働
者
に

支
払
う
賃
金
は
、
１
時
間
６
９
６
円
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
労
働
局
賃
金
室

☎
０
８
９
・
９
３
５
・
５
２
０
５

宇
和
島
労
働
基
準
監
督
署

☎
22
・
４
６
５
５

　

松
野
町
で
は
、
町
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し
森
の
国
ぽ
っ

ぽ
温
泉
の
特
別
入
浴
券
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
配
布
は
世
帯

ご
と
に
お
こ
な
っ
て
お
り
、
小
学
生
以
上
の
町
民
１
人
あ
た

り
に
１
枚（
３
回
分
）の
無
料
入
浴
券
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
変
お
得
な
入
浴
券
で
す
！
常
連
の
お
客
さ
ま
も
こ
れ
ま

で
ご
利
用
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
方
も
是
非
こ
の
機
会
に
ぽ
っ

ぽ
温
泉
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ぽ
っ
ぽ
温
泉
は
今
年
度
大
規
模

改
修
工
事
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
中
は
休
館
と

な
り
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が

何
卒
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

森
の
国
ぽ
っ
ぽ
温
泉
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

広見川水系の水質調査結果について
広見川水系水質検査結果 採水日　平成27年７月29日

河 川 名
項　　目

水素イオン
濃　　　度
（ＰＨ）

①

浮遊物質
（ＳＳ）

②

生物化学的
酸素要求量
（ＢＯＤ）

③

過マンガン
酸カリウム
消費量

（KMnＯ4消費量）
④

濁　　度

⑤

溶存酸素量
（ＤＯ）

⑥

大腸菌群数

⑦

観測点・基準値 6.5以上～
8.5以下 25㎎／ℓ以下 2.0㎎／ℓ以下 7.5㎎／ℓ以上 1,000MPN

／100㎖以下

広 見 川

五 郎 丸 橋 8.00 １未満 1.12 2.4 1.7 8.62 49,000 

大 門 橋 8.00 １未満 1.36 2.4 1.8 8.73 49,000 

真 土 橋 7.96 １未満 0.94 2.4 1.7 8.64 70,000 

鰯 川 鰯 川 河 口 7.28 １未満 0.91 1.6 1.3 8.58 130,000 

石ヶ内川 豊岡めがね橋 7.68 １未満 1.26 3.2 2.5 8.13 170,000 

延 行 川 谷 口 橋 7.59 １未満 0.73 2.4 3.4 8.18 920,000 

奥 野 川 奥野川河口 7.72 １未満 0.67 2.2 1.9 8.53 350,000 

堀 切 川 Ｊ Ｒ 鉄 橋 7.66 １未満 0.71 1.9 2.0 8.54 23,000 

目 黒 川 寺 橋 7.08 １未満 0.58 1.3 0.5 8.81 35,000 

家 地 川 県 境 7.67 １未満 0.93 1.4 1.6 8.50 110,000 

※生活環境の保全に関する環境基準（類型Ａ）利用目的の適応性は、水道２級、水産２級、水浴ができるものを基準値に設置しています。
　　　　　　　の部分が基準に適合していない箇所です。
※家地川は、今年度から水質検査対象河川として追加いたしました。

①水素イオン濃度………………… 酸性・アルカリ性を示す指標で、「７」は中性、「７」を越えるとアルカリ性、「７」未満は酸性
を示します。

②浮遊物質………………………… 溶けないで水中に浮遊している粒子状物質で濁りの成分で、数値が高いほど水が濁っている状態
です。

③生物化学的酸素要求量………… 水中にある有機物を、好気性微生物が分解するときに消費する溶存酸素の量です。(水域で安定
化するために必要な酸素量)

④過マンガン酸カリウム消費量…有機物の含有量の度合いを表したものです。
⑤濁　　度…………………………水の濁りの程度を数値で表したものです。
⑥溶存酸素量……………………… 水中に溶解している酸素の量のことで、濃度が低下すると好気性微生物の活動が抑制され水域の

浄化作用が低下します。
⑦大腸菌群数………………………し尿、下水、排水をはじめ土壌、河川、地下水など広範囲に存在し、糞便汚染の指標とされています。

「みんなの川です、川を汚さないようにしましょう。」
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日 曜日 予　　定　　　　　　　　　　　　　　　

1 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

2 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野・蕨生・奥野川

3 土

4 日 町制施行60周年記念 ｢森の国大運動会｣ 当しませ医院☎27-1888
当山本内科医院☎22-5100

当こばやし小児科☎23-1150
当鬼北町国保愛治診療所☎46-0005

5 月 可葛川以外町内全域

6 火 健康診査　富岡公民館　　７時30分-11時00分（受付） 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

7 水 健康診査　上家地集会所　８時30分-10時00分（受付） 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

8 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

9 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

10 土

11 日 当市立宇和島病院外科・内科・小児科☎25-1111
当旭川荘南愛媛病院☎45-1101

12 月 当ＪＣＨＯ宇和島病院外科・内科☎22-5616
当上田小児科・外科☎25-0100

当市立津島病院☎32-2011 可葛川以外町内全域

13 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

14 水 子宮頸がん検診　松野町保健センター　13時30分-14時30分（受付） 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

15 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

16 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

17 土

18 日 当ますだクリニック☎23-6611
当楠崎内科☎24-2211

当やくしじこどもクリニック☎24-1386
当いしむら整形外科☎20-6635

19 月 健康診査　吉野生交流促進センター　７時30分-11時00分（受付） 可葛川以外町内全域

20 火 健康診査　吉野生交流促進センター　７時30分-11時00分（受付） 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

21 水 郡小学校陸上大会 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

22 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

23 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

24 土

25 日 当鎌野病院☎24-6611
当中山内科胃腸科☎22-0707

当山下小児科☎23-0055
当松﨑クリニック☎58-4828

26 月 健康診査　延野々集会所　７時30分-11時00分（受付） 可葛川以外町内全域

27 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

28 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

29 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

30 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

31 土

10月の森の国行事予定表
当……休日当番医
可……可燃物回収日　　不……不燃物回収日　　古……古紙類回収日
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